
大井）昨年９月、丸山大輔県議の奥様が何者かに殺害されたが、未だ容疑者の検挙には至っていない。これまで、どのような
体制でどのような捜査がなされたか。県⺠の不安を解消するためにも、１⽇も早い検挙に向け今後どのような捜査を⾏っ
ていく方針か。

警察本部⻑）これまで140人態勢、9月末現在で延べ４万5千人余の捜査員を投入し、鑑識資料や防犯カメラ映像の収集・分析、
目撃情報の収集などを⾏っている。引き続き、県警察の総力を挙げて早期の検挙を図る。

大井）犯人検挙の有力な手がかりが得られていないのは、主要幹線道路にすら防犯カメラが設置されていないことが大きな要
因と捉えている。県が管理する道路への防犯カメラの設置に向け、「防犯カメラの設置や運用に関わるガイドライン」を、
プライバシーの保護に配慮のうえ策定すべきと考える。
県⺠の命を守るリーダーとして、犯罪を未然に防ぐ「安全安⼼な信州の確⽴」に向けた知事の決意を伺う。

知事）社会全体で防犯カメラが増えている状況に鑑み、個人情報を保護する観点からもルールを定めることが重要。防犯カメ
ラの適正な管理運用のための指針について検討し、早期に方向付けをしていきたい。
引き続き、警察本部とも一体となりながら、⽇本一安全安⼼な信州を目指して取組んでいきたい。

本年６月、佐久創造館利用団体代表の皆様と阿部知事との意見交換会（我々県議も同席）では「令和５年度の閉館にはこ

だわらない」との方針を得ることができました。

今後はグループに分かれ、活動継続に向けた課題整理と対応方策の検討を、来年３月までを目途に行っていくこととなり

ます。

これまで佐久地域の文化を育み、発信拠点となり、多目的に活用されてきた佐久創造館。グループでの意見交換の動向を

注視しつつ、利用者の活動の場が守られるよう、あらゆる可能性を視野に考えをめぐらせ、行動していきます。

野沢北高校は県内の高校で唯一「スーパー探究校」に指定されています。
そして、佐久新校（野沢北高・野沢南高の統合校）においても、「卓越した探究的な学び」を深める学校を目指しています。
大井）「探究」とはどのような学びか。
教育⻑）⾃ら問いを⾒い出し、その解決を目指して仲間と協働しながら新たな価値を創造する学びと考えている。
大井）探究の学びを深めることにより、どのような力が養われ、どのような人材が育つのか。
教育⻑）情報を活用する力や表現する力、他者と協働する力、思考力、判断力。そして課題を発⾒し、解決する力を養うことで、

変化の激しいこれからの時代を生きる力を身につけた生徒が育つ。

■ 他の質問項目
・部活動の地域移⾏について ・⺠間企業との人事交流について ・地熱発電について ・太陽光パネルのリサイクルについて
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〜持続可能な地域の実現を目指す〜

佐久創造館利用者の活動の場を守ります！

■ 定例会の一般質問より（抜粋）

佐久新校が目指す「探究的な学び」とは？

お気軽にご意⾒、ご質問をお寄せください → sumorikishi2000@yahoo.co.jp
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日本一安全安心な信州を目指して！

同期の上田市・小県郡区選出の山田英喜県議と千曲市埴科

郡区選出の竹内正美県議とは東信の課題解決に向け、これ

までも現地調査や意見交換などを重ねて連携してきました。

県の所管する事業は佐久地域だけで解決せず、広域で関わ

る箇所も多いことから引き続き連携を図りながら共通認識

を持ち、県へ伝えていくことで事業推進に努めます。

広域な課題は東信県議で連携を図り、実現へ！
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